
 

                                              主催：教育科学研究会、「埼玉飯能大会」実行委員会 

【日時】  2023年 3月 25日(土) 1４時～17時 

【形式】  対面とオンラインを併用して開催します 

【会場】  自由の森学園中学校・高等学校  音楽ホール 

           〒357-8550 埼玉県飯能市小岩井 613 番地  

【アクセス】  西武池袋線「飯能」駅南口 または八高線「東飯能」駅西口より借り上げバス  

           行き  東飯能駅発      12：30      飯能駅発  12：45     自由の森学園着  13：05 

           帰り  自由の森学園発  17：30      飯能駅着  17：50     東飯能駅着      18：00 

＊駐車場は用意しておりませんので、車での来校はできません。                  

【参加費】 

一般参加費（会員・非会員、対面・オンラインともに）1000円   ただし学生・院生は参加費無料 

バス代：片道 500円（往復 1000円）    

昼食：自由の森学園食堂の伝統食ランチ 550円 （この食堂はテレビ番組や出版物で紹介されています）  

＊バス・ランチ申込者には、あらためてご案内をメールで差し上げます 

＊学校付近に食堂やコンビニはありません。ランチを予約しない場合は、昼食を用意してきてください 

【申込方法】 

教科研ＨＰまたはＱＲコード（教科研 HP）よりお申し込みください。    

バスとランチの申し込み〆切は 3月 17日(金)です。  

オンライン参加は当日まで申し込み可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 教育科学研究会 事務所  〒162-0818 東京都新宿区築地町 19小野ビル 2階  

               メール  kyoukaken@nifty.com  電話 03-3235-0622(金曜日 13:00～17:00) 

シンポジウム： 子育て・教育に「評価」を超える楽しさを 

趣旨   子育て・教育が楽しさより、苦しさとして語られることが増えています。子育てや教育が多様で共同的

な営みから、孤立無援で「評価される営み」に縮減されてしまっているからでしょうか？ 学校での「評

価」だけではなく、「子育てのできばえを気にする」「自分を人とくらべる」ことが、日常に浸透しているよ

うにも感じます。人と人がていねいに関わり、ともに育ちあう楽しさを、当事者の語りから考えあうシンポ

ジウムです。 

報告 

    0．趣旨説明                                本田伊克（宮城教育大学） 

 1，子どもと教師の日常を覆うもの         

千葉春佳(東京都・小学校教員) 

2，子どもの時間と遊びを保障する「森の遊び場」   

古川理恵（滋賀・小学校教員・保護者） 

3，評価に抗い子どもと共に生きる教育実践をつくる  

入澤佳菜（奈良県・小学校教員） 

4，「どう見られたいか」ではなく「どうしたいか」を励ます評価とは 

                                         菅間正道（自由の森学園高等学校 校長）  

                                          武田道太郎（自由の森学園高等学校 3年） 

教育科学研究会 三月集会のご案内 

 


